









チ・グラントである。競争的リサーチ・グラント（ Competitive Research Grants : CRG）とは、研究資金配分機
関が広く研究課題を募り提案された課題の中から専門家による評価に基づいて実施すべき課題を採択し研究者・研
究機関に配分する資金である。本稿ではその資金自体だけでなく資金を含めた資金配分の制度をCRGと呼ぶ。























































































































（Program Officer：PO ）である。そして各 PO が運営する各制度を複数統括するのがプログラム・ディレクター





























































― CRG の端緒 ― 
第 2期（1945年～80年代） 











































創設年 CRG名称 CRG配分・運営機関 所管省
1918年 科学奨励金 本省 文部省
1939年 科学研究費交付金 本省 文部省
1940年代
1945年 科学試験研究費 本省 文部省
1946年 科学試験研究費補助金 本省 文部省
1946年 人文科学助成金 本省 文部省
表１：日本の主要CRGの形成過程
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1947年 研究成果刊行費 本省 文部省
1949年 輸入機械購入費 本省 文部省
1953年 厚生科学研究費補助金 本省 厚生省














































































2001年 建設技術の研究開発助成経費 本省 国土交通省
2001年 量子情報通信技術の研究開発 本省 総務省













2003年 消防防災科学技術研究推進制度 消防庁 総務省
１ 学術振興方策に関する調査・研究 
２ 学術研究動向に関する調査・研究 
３  の事業全般にわたる審査・評価業務 
 （科学研究費補助金における審査委員の選定、審査会の運営） 





基本的に日本の CRG においては、 PO・PD・審査員・事務担当官等の CRG を支えるスタッフが決定的に不足し
ている。例えば、 JSPS学術システム研究センターの PO・PD総数は113名で主任研究員・専門研究員等の POにし
ても、全員がフルタイム・スタッフではなく、現役の研究者が非常勤で就いている状況である。他方、アメリカの
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